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研究成果の概要（和文）：ミャンマー中新世末〜前期更新世の地層から、複数のオナガザル科化

石を発見し、さらに共産する動物相の解析を進めてミャンマーの新生代後半の哺乳動物相の変

遷を明らかにした。また東ユーラシア各地（中国南部の広西壮族自治区、台湾南部の左鎮、シ

ベリア南部のトランスバイカル地域、中央アジアのタジキスタンなど）の新生代後半の地層か

ら見つかっていた霊長類化石の再検討を行い、その系統的位置に関する議論を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：We discovered several cercopithecid fossils from the latest 
Miocene/early Pleistocene sediments of Myanmar, and also revealed the later Neogene 
faunal transition in Myanmar. We also reapprased the later Neogene cercopithecid monkeys, 
that have been reported from the East Eurasia (Guangxi Province of south China, southern 
Taiwan, Transbaikalia, Tadjikistan) with the discussion of their phyletic position. 
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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：自然人類学 
キーワード：東ユーラシア、新生代後半、オナガザル科、化石、進化 
 
１．研究開始当初の背景 
 現在、アジア大陸には東南部の熱帯〜温帯
地域を中心に様々な霊長類が生息している。
南アジアから東南・東アジアにかけた地域に
分布する原猿類（ロリス類とメガネザル類）
と旧世界ザル類（オナガザル類とコロブス
類）、そして東南アジアにのみ生息している
ホミノイド類（テナガザルとオランウータ
ン）である。これらの霊長類のほとんどは中
新世以降にアフリカ大陸からユーラシア大
陸に侵入し、東に分布域を広げてきた。こう

いったアジア産霊長類の拡散プロセス（時期
と経路）に関しては、これまで南アジアの化
石記録を元に仮説が構築され、南アジア地域
を経由して東南アジアまで進出した霊長類
が、気候の変動に伴い南北方向に分布域を拡
大・縮小させたと考えられてきた。しかし近
年、中央ユーラシア地域からの古生物学的知
見の増大により、いくつかの霊長類のグルー
プはヨーロッパ・中近東からユーラシアの比
較的高緯度地域を経由して東アジア地域ま
で拡散したとする「北方展開説」の可能性が
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指摘されている。こういった専門的な背景の
もと、東ユーラシア地域における新生代後半
の霊長類化石の年代と分類の見直しが求め
られている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では化石種を含めたアジア産霊長
類のユーラシア大陸における分布域の変遷
を、全地球規模のグローバルな気候変動と植
生変化の背景を基にして、「北方展開説」な
どの立場から検討しようとするものである。
化石霊長類の産出地点の地理的情報、古生物
学的な相対的年代、地質学的な絶対年代など
のデータを組み合わせることにより、霊長類
の拡散時期と経路を決定する。また草食性哺
乳類の化石歯や骨から抽出した炭素・酸素・
窒素などの安定同位体の分析により、当時の
古環境と古食性を復元する。このような多面
的な情報を組み合わせることにより、どのよ
うな古環境の変遷を背景に霊長類の分布域
が変化していったのかを、複合的な観点から
検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）東南アジアのミャンマー中央部と中国南
部の広西壮族自治区において、新生代後半の
堆積層を対象に発掘調査を行った。その結果、
霊長類化石を含む様々な陸棲ほ乳類化石を
発見し、現在その分類・記載作業を進行中で
ある。現地の研究機関で最低限の観察・計測
をおこない、重要な標本は歯科用シリコンを
用いて精密なモールド（雌型）を採取して、
帰国後に形態学的幾何学的解析をおこなっ
た。同時に草食性動物（偶蹄類・奇蹄類・長
鼻類）の化石歯のエナメル質から安定同位体
分析用のサンプルを採取した。採取したサン
プルは当初の予定では産業技術研究所で分
析することになっていたが、研究分担者であ
った鈴木淳の研究室の機器が故障したため、
フロリダ州立大（アメリカ合衆国）の John 
Wynn 教授の研究室に送り、分析をおこなった。 
 
２）既に報告されていたタジキスタン（クル
クサイ）、トランスバイカル地域（ウドゥン
ガ、シャーマル）、中国各地（広西壮族自治
区、甘粛省など）台湾（左鎮）、韓国（清洲）
などの地域の霊長類化石について、その形態
と分類について再検討を行った。現地で採取
したモールドを接触型３次元計測器で計測
した。また借用した標本を X 線 CT などを用
いて撮像し、形態解析を行った。さらに比較
のために海外の自然史博物館を訪問し、現地
で接触型３次元計測器を用いて計測し、帰国
後に解析を行った。 
 
４．研究成果 
１）ミャンマーにおける発掘調査で、新種と

みられる３種類のオナガザル科の化石を発
券した。１つ目はチャインザウック地域の中
新世末〜鮮新世初頭のコロブス亜科の化石
であり、新属新種と考えられている。２つ目
はグウェビン地域の鮮新世後半のコロブス
亜科の化石で、現生のハヌマンラングール
Semnopithecus 属の新種と考えられている。
３つ目はサベ地域の前期(?)更新世のオナガ
ザル亜科の化石である。非常に大型で、現生
種との関連性が不明であるが、新属新種であ
ることは間違いない。またチャインザウック
地域とグウェビン地域から共産する哺乳類
化石相の記載作業を進めた。また同時に哺乳
類の歯化石のエナメル質から抽出した安定
同位体の分析から古環境の推定を行った
（Egi et al., 2007, ; Thaung-Htike et al., 
2007, 2009; ZIn-Maung-Maung-Thein et al., 
2008, 2010, 2011; Tsubamoto et al., 2011, 
2012; Nishioka et al., 2011, 2012）。また
中国広西壮族自治区における発掘調査で８
種類に及ぶ霊長類化石を発見し、現在その記
載作業を進めている。特にマカクの全身化石
の記載を行い論文化した（Zhang et al., 
2010）。 
 
２）東ユーラシア各地の新生代後半の霊長類
化石の再検討を進め、その分類学的位置の見
直しを行った。（１）台湾から見つかってい
た オ ナ ガ ザ ル 科 化 石 に キ ン シ コ ウ
Rhinopithecus が含まれていることを明らか
にした（Chang et al., 2012）。（２）中国各
地や中央アジアで見つかっていた大型オナ
ガ ザ ル 科 の Paradolichopithecus と
Procynocephalus の頭骨の内部構造の解析を
進め、その分類と進化史についての検討を行
った（Nishimura et al., 2007, 2009, 2010; 
Takai et al., 2008）。（３）中国中部の後期
更新世のマカク化石 Macaca anderssoni とベ
トナム北部の後期更新世のマカク化石
Macaca speciosa subfossilis の頭骨の外
部・内部形態の解析を行い、その系統的位置
の再検討を行った（Ito et al., 2009, 2011）。
（４）韓国中部清洲の更新世後半の洞窟堆積
物から見つかっていたマカク化石の見直し
を行った。（５）日本の神奈川県の鮮新世末
のコロブス亜科の化石 Kanagawapithecus の
頭骨内部構造を解析し、その系統的位置の見
直しを行った（Nishimura et al., 2012）。（６）
トランスバイカル地域の中期鮮新世のコロ
ブス亜科化石 Parapresbytis の系統的位置の
再検討を行い（Takai & Maschenko, 2009）、
共産するほ乳類化石相の記載を行った
（Kawamura et al., 2009; Ogino et al., 
2009; Fukuchi et al., 2009; Nakaya et al., 
2009）。（７） 
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